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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２４年（２０１２）８月１日号（6）

パート英

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
。

渦
木
綿
以
前
の
事
・
編
布
（
あ
ん

ぎ
ん
）
の
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

　
木
綿
が
普
及
す
る
前
、
主
に
麻
が

糸
や
布
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
縄
文
時
代
に
は
編
布
と
い

う
野
生
の
植
物
の
繊
維
を
撚
り
合
わ

せ
編
ん
だ
布
を
用
い
て
、
衣
服
や
敷

物
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
体
験
で

は
麻
ひ
も
を
利
用
し
、
こ
の
編
み
方

で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

19

30

正
午
。

■対 
小
学
4
年
生
か
ら
一
般
成
人
。

■定 
5
人
。
編
む
た
め
の
台
の
関
係
で

1
回
に
つ
き
5
人
ま
で
。
※
グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
を
ご
希
望
の
人
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■費 
一
人
　
円
（
材
料
費
）。

50

嘘
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
づ
く
り

　
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け

て
作
ら
れ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
一
つ

勾
玉
を
、
市
内
か
ら
出
土
し
た
勾
玉

を
お
手
本
に
当
時
の
も
の
よ
り
柔
ら

か
い
石
で
作
り
ま
す
。
作
っ
た
勾
玉

は
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
し
て
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

26

30

正
午
。

■対 
小
学
生
か
ら
一
般
成
人
。

※
小
学
校
3
年
生
以
下
は
、
保
護
者

同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
親
子

や
成
人
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■定 
　
人
。

15
■費 
一
人
2
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
な
ど
持
参
（
作

る
と
き
に
白
い
粉
が
出
ま
す
）。

【
共
通
】

■申 
8
月
1
日
我
か
ら
窓
口
・
電
話
・

張
り
方
や
飯
ご
う
炊
飯
な
ど
、
キ
ャ

ン
プ
用
品
を
実
際
に
使
い
な
が
ら

キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
せ

ん
か
。 

■時 
9
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

3
時
（
雨
天
時
は
屋
内
で
実
施
予

定
）。

■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■対 
成
人
お
よ
び
そ
の
家
族
で
、
現
地

集
合
で
き
る
人
。
■定 
　
人
。

30

■費 
食
材
・
消
耗
品
代
と
し
て
1
人
4

0
0
円
を
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■他 
軍
手
、
水
筒
、
ふ
き
ん
、
タ
オ
ル
、

う
わ
ば
き
持
参
。

■申 
8
月
4
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
で
。

■問 
中
央
公
民
館
。

F
A
X
・
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
。
F

A
X
と
メ
ー
ル
は
、
参
加
し
た
い
教

室
名
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・
住

所
・
連
絡
先
電
話
番
号
・
保
護
者
の

氏
名
を
記
入
し
、
送
信
し
て
く
だ
さ

い
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
胃
○99 
2

2
2
3
・
■メール siry

o
u
k
an
@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

味
わ
い
工
房
　

～
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
学
ぶ
～

　
旬
の
野
菜
を
メ
イ
ン
に
、
ご
家
庭

で
も
簡
単
に
作
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
9
月
　
日
牙
、　
月
　
日
牙
、　

20

10

18

11

月
　
日
牙
、　
月
　
日
牙
・
午
前
　

15

12

20

10

時
～
午
後
2
時
（
全
4
回
）。

■対 
市
内
在
住
の
成
人
。

■定 
　
人
。

23
■費 
材
料
費
・
保
険
料
実
費
分
。

■申 
8
月
7
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
左

記
窓
口
で
本
人
が
直
接
申
し
込
み

（
先
着
順
）。

※
翌
日
か
ら
電
話
で
の
申
し
込
み
可
。

■問 
小
林
公
民
館
。

珈
琲
の
基
礎
知
識
講
座

　
珈
琲
、
紅
茶
、
コ
コ
ア
の
お
い
し

い
入
れ
方
の
講
座
で
す
。
本
年
度
は

ア
イ
ス
テ
ィ
ー
に
関
す
る
講
話
と
実

習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■時 
9
月
7
日
画
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

噛
講
師
…
遠
山
克
利
氏
（
遠
山
珈

琲
）。

■対 
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人
。

60

■定 
　
人
。

24
■費 
1
街
0
5
0
円
を
予
定
（
講
座
教

材
費
）。

■申 
8
月
2
日
牙
・
午
前
　
時
か
ら
、

10

電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
で
（
先
着

順
）。

■問 
高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

夏
休
み
体
験
教
室

　
資
料
館
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に

考
古
学
や
昔
の
く
ら
し
に
関
連
し
た

3
つ
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

臼
拓
本
（
た
く
ほ
ん
）
体
験

　
縄
文
土
器
の
文
様
を
伝
統
的
な
複

写
方
法
で
あ
る
拓
本
で
和
紙
に
写
し

と
り
、
し
お
り
に
し
ま
す
。
市
内
か

ら
出
土
し
た
縄
文
土
器
を
教
材
と
し

ま
す
。
作
っ
た
し
お
り
は
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
き
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

12

30

正
午
。

■対 
小
学
生
か
ら
一
般
成
人
。

■定 
　
人
。

10
■費 
一
人
1
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、

　
■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

　
芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
み
な

さ
ん
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ

を
発
表
の
場
と
し
て
開
放
。
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

胸
実
施
日
…
毎
月
1
回
程
度
（
　
月
10

～
平
成
　
年
3
月
末
）。
日
時
は
出

25

演
者
と
協
議
。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

※
営
利
目
的
は
除
く
。

■費 
無
料
。

※
機
材
な
ど
は
出
演
者
で
準
備
。

■申 
8
月
　
日
画
ま
で
に
所
定
の
申
込

31

用
紙
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の

里
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
ホ
ー
ル
ま
で
持
参
（
応
募
多
数

の
場
合
は
協
議
）。

※
ジ
ャ
ン
ル
（
演
奏
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
同
施
設
内
に
図

書
館
が
あ
る
た
め
、
制
限
が
あ
り
ま

す
。
当
日
以
外
は
練
習
場
所
の
提
供

は
で
き
ま
せ
ん
。

芸
術
文
化
発
表
会「

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」出
演
者
募
集

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
、
み
な
さ
ん
の
趣
味
や

特
技
を
活
か
し
て
素
敵
な
空
間
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
展
示
期
間
…
　
月
～
平
成
　
年
3

10

25

月
末
日
の
う
ち
2
週
間
程
度
（
休
館

日
を
含
む
）。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

■費 
無
料
（
営
利
目
的
は
除
く
）。

■申 
8
月
　
日
画
ま
で
に
所
定
の
申
請

31

書
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に

用
意
）
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、
文

化
ホ
ー
ル
ま
で
持
参
。

※
状
況
に
応
じ
て
展
示
日
の
調
整
を

し
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　「
市
民
招
待
席
」

講
座
・
催
し

印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館

緯
碓9９ 
0
０
０
２

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

～
パ
ソ
コ
ン
操
作
ち
ょ
っ
と
中
級
編
～

　
ワ
ー
ド
の
応
用
し
た
使
い
方
と
、

エ
ク
セ
ル
の
初
歩
を
中
心
に
学
ぶ
講

座
で
す
。

■時 
9
月
4
日
峨
～
7
日
画
・
午
前
9

時
　
分
～
午
後
4
時
　
分
（
全
4

30

30

日
）。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

18
■費 
5
0
0
円
（
参
加
費
）。

■申 
8
月
　
日
我（
必
着
）ま
で
に
、
往

15

復
は
が
き
の
往
信
面
に
臼
住
所
渦
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
嘘
年
齢
唄
性
別
欝

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ
。

※
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。

■問 
中
央
公
民
館（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
印
西
市
大
森
3
9
3
4
―
1
）。

自
然
を
感
じ
る
！

わ
く
わ
く
デ
ー
キ
ャ
ン
プ
！

（
キ
ャ
ン
プ
用
品
利
用
者
講
習
会
）

　
初
秋
の
一
日
、
緑
豊
か
な
自
然
の

な
か
で
、
初
め
て
出
会
う
仲
間
と
友

達
に
な
ろ
う
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
本
講
習
を
受

講
し
た
人
に
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
ン
ト
の

中
央
公
民
館緯碓４２ 

２
９
１
１

季
節
の
料
理
講
座

　
食
欲
の
秋
、
黄
色
い
食
材
を
使
っ

て
低
カ
ロ
リ
ー
で
健
康
な
料
理
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
午
後

12

10

1
時
。

■対 
成
人
。
■定 
　
人
。

22

■費 
7
0
0
円
（
9
月
7
日
画
ま
で
に

左
記
窓
口
ま
で
持
参
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

持
参
。

■申 
8
月
3
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
ま
た
は
窓
口
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

中
央
駅
前
地
域
交
流
館

緯
碓４６ 
５
１
１
１

小
林
公
民
館緯碓９７ 

０
０
０
３

家
庭
で
で
き
る

お
手
軽
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理

「
男
の
料
理
教
室
｣

■時 
9
月
8
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

2
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
成
人
男
性
。

■定 
　
人
。

12
噛
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

■費 
6
0
0
円
（
材
料
費
、
当
日
徴
収
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
持
参
。　

■申 
8
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
か
ら
電

11

ふ
れ
あ
い
文
化
館

緯
碓４５ 
３
８
０
０

高
花
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・

緯
碓４７ 
２
１
１
２
）

防災メールに登録を

▲ QR
コードも
利用可

話
ま
た
は
左
記
窓
口
で
（
先
着
順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

　市では災害時などの情報伝達手段として、携
帯電話やパソコンへのメール配信サービス「印西
市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用
することができますが、あらかじめ『利用者登
録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』およ
び『登録解除』の際の通信料、メールの受信、
WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になり
ます。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」
メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細につ
いては、市ホームページ（http://www.city.inzai.
chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。


